
数学科学習指導案 

 実 施 日 
実施クラス 
授 業 者 

平成２２年７月７日（水） 
１年２組 
堀  孝 浩 

１ 指導単元 

   ２章 文字と式 ２節 文字式の計算   使用教科書 東京書籍「新編 新しい数学１」 
 

２ 単元設定の理由 

   小学校では、「ことば」や「■，○などの記号」を使って数量を表したり、式の意味を読み取

る学習を行った。現行学習指導要領では、 や  などの文字を用いた式は扱っていなかったが、

新学習指導要領では、文字を用いた式は小学校６年生でも扱うようになり、22 年度入学生は移

行措置により、文字を用いた式は一部学習している。 
   文字や文字式を用いることの意義は、数量を簡潔で明確に、一般的に表現できることにある。 
  また、変数として文字をとらえたり、目的に応じて式を変形するなどの活用ができる。今後、

方程式や関数、求積などで、文字式は数多く触れることになる。文字式を「数学の言語」とと

らえて指導し、少しずつ慣れさせていくために、本単元を設定した。 
 

３ 単元の指導目標 

   文字を用いて数量や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする能力を培うと 
ともに、文字を用いた式の計算ができるようにする。 
 

４ 単元の指導計画（13 時間扱い） 

   １節 文字を使った式（６時間） 
   ２節 文字式の計算（７時間） 
       内訳 ・１次式の計算  （４時間）  ・文字式の利用  （１時間 本時） 
          ・文字を使った公式（１時間）  ・問題演習、まとめ（１時間） 
 

５ 単元の評価 

 （１）Ｂ評価 
   【数学への関心・意欲・態度】 

文字を用いて数量を表すことに関心を持ち、文字式の意味を読み取ったり、問題を解決し

ようとする。 
   【数学的な見方・考え方】 

数量や関係を、文字を用いて一般的に簡潔に表現し、文字式の意味を読み取ることで事象

を数理的に考察することができる。 
   【数学的な表現・処理】 
    文字式のきまりを理解し、具体的数量を表すことや 1 次式の計算ができる。 
   【数量、図形などについての知識・理解】 
    文字式の表し方や 1 次式の計算方法を理解している。 
 （２）支援を必要とする生徒（Ｃ評価）への手だて 
    一部の内容では小学校での既習事項であるため、小学校算数でのつまづきが考えられる。

本単元では、文字式のきまりを学ぶことや文字式の計算が中心であるため、基礎的・基本的

内容の反復学習を通して、学習内容の定着を図る。 



６ 授業改善のポイント 

 （１）研究主題との関わり 
    １年生で学習する正負の数および文字式の単元の内容を理解することは、数学の言語の習

得でもあり、今後の数学を学習する上で非常に重要である。これら２つの単元を習得するた

めに、反復を取り入れた学習（１年生には毎時間計算練習ドリルから出題した小テストを課

している）を基盤として、その後の学習につなげていくことが大切である。 
 （２）「言語活動の充実」の観点から 
    文字式は、ある意味「数学のことば」であり、一つの新しい言語を理解することである。

文字式にはルールがあるが、本単元ですべての内容を習得することはできない。基礎的なこ

とから徐々に学習するとともに、様々な場面において、文字式で表現することにより、文字

式を使うことのよさを味わわせる。 

７ 本時の授業 

 （１）本時のねらい 
   学習した計算の方法を、実際の場面で活用することで、文字式を使うことのよさを確かめる。 
 （２）本時の展開 
 学習内容 教師の働きかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点【評価】 
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８ 本時の板書計画 
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９ 授業を終えて 

 言語活動の充実を図るためには、普段から生徒の発言する機会を意図的、計画的に増やすことが

大切である。今回の題材では生徒の考えを述べる場面を設定したが、結果的に理解できている生徒

が発表した形となり、理解が不十分の生徒の発表場面がなかった。より多くの考えを引き出すため

にも、題材の分量を考慮して、今後の指導計画・実施に生かす。 


